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科
挙
に
は
、
不
正
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
小
さ
な
字
で
経
書
の

字
句
を
全
面
に
書
き
付
け
た
カ
ン
ニ
ン
グ
用
下
着
は
有
名
で
あ
る

（
藤
井
斉
成
会
有
隣
館
所
蔵
。
画
像
は
宮
崎
市
定
『
科
挙
―
中
国

の
試
験
地
獄
』
の
口
絵
に
見
え
る
）。
個
別
の
ブ
ー
ス
で
長
時
間

に
わ
た
っ
て
試
験
を
受
け
る
科
挙
で
は
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ニ
ン
グ

の
方
法
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
科
挙
に
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
正
の

方
法
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
今
回
は
、
ま
ず
科
挙
の
不
正
が
横

行
す
る
状
況
を
皮
肉
る
記
事
一
則
を
挙
げ
た
上
で
、
替
え
玉
受
験

（「
代
筆
」「
槍
替
」）
に
関
す
る
記
事
三
則
を
紹
介
し
た
い
。
次
号

で
は
、
本
籍
詐
称
お
よ
び
カ
ン
ニ
ン
グ
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
前
回
同
様
、
題
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
の
年
月
日
は
、
各

記
事
の
発
行
年
月
日
で
あ
る
（『
点
石
斎
画
報
通
検
』（
香
港
・
商

務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
）。
文
章
の
後
に
あ
る
「　

」

は
閑
章
（
印
章
の
形
に
よ
る
一
言
コ
メ
ン
ト
）
で
あ
る
。
原
文
の

句
読
点
は
、『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』（
香
港
・
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
四
年
）
を
参
考
に
適
宜
改
め
た
。

①
「
考
試
異
事
」（
科
挙
異
聞
）（
礼
集
、
大
可
堂
版
一
一-

九
八
、 

一
八
九
四
・
五
・
一
）

＊
狐
に
託
し
て
科
挙
の
堕
落
を
皮
肉
る
。
本
稿
で
は
、
科
挙
の
不

正
が
横
行
す
る
状
況
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
ま
ず
紹
介
す
る
。

＊
画
は
塾
の
様
子
だ
が
、
生
徒
の
中
の
何
人
か
は
獣
の
顔
を
し
て

【
史
料
紹
介
】

『
点
石
斎
画
報
』
に
見
え
る
科
挙
関
連
記
事 

　
　
　 

─
そ
の
三
「
科
挙
の
不
正
─
替
え
玉
受
験
」

湯
　
城
　
吉
　
信
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い
る
。
ま
た
、
人
間
の
顔
を
し
て
い
る
生
徒
も
よ
く
見
る
と
そ
の

多
く
に
尻
尾
が
描
か
れ
て
い
る
。
教
師
の
後
ろ
に
あ
る
対
聯
に
は

「
…
其
志
毋
□
其
氣
」「
…
而
慎
於
言
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
「
持
其
志
毋
暴
其
気
」（
其
の
志

を
持
し
て
其
の
気
を
暴そ

こ
なう

毋な

か
れ
）
と
『
論
語
』
学
而
篇
「
敏
於

事
而
慎
於
言
（
事
に
敏
に
し
て
言
に
慎
む
）」
の
文
句
を
取
っ
て

い
る
。

【
原
文
】
士
子
操
觚
爲
文
、
入
場
應
試
、
一
衿
甫
得
、
人
皆
稱
之

曰
生
員
。
生
員
者
、
秀
才
之
通
稱
也
。
而
乃
有
不
盡
然
者
。
聞
之

某
君
言
、昔
年
遇
一
老
狐
、自
稱
爲
前
人
科
生
員
、因
問
之
曰
、「
仙

尚
考
試
耶
。
且
生
員
何
又
論
科
分
。」
曰
、「
泰
山
娘
娘
毎
六
十
年

集
天
下
諸
狐
考
試
、
擇
文
理
優
通
者
爲
生
員
。
生
員
許
修
仙
、
餘

皆
不
准
。六
十
年
考
一
次
爲
一
科
耳
。」問
考
時
若
何
情
形
。曰
、「
近

来
士
習
日
壞
、
賄
通
關
節
、
倩
人
捉
刀
、
往
往
而
有
。
仙
家
則
不

然
。
當
其
命
題
作
文
、
揮
毫
濡
墨
、
雖
亦
與
人
無
殊
、
而
伏
案
沈

吟
、
不
敢
揺
頭
擺
尾
也
。
正
襟
危
坐
、
不
敢
露
尾
藏
頭
也
。
人
面

獸
心
、
不
敢
厠
衣
冠
之
列
也
。
毛
舉
皮
相
、
不
敢
盗
處
士
之
名
也
。

且
必
花
甲
一
周
始
開
一
科
、
苟
無
壽
相
者
、
先
不
能
應
試
、
更
無

能
爲
生
員
。
此
生
員
之
所
以
可
貴
也
。
彼
詩
書
其
貌
、
禽
獣
其
心

者
、
視
吾
輩
爲
何
如
。」�

閑
章
「
斯
文
」「
將
喪
」

【
大
意
】
読
書
人
は
筆
を
執
り
文
章
を
書
く
も
の
で
あ
り
、
科
挙
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を
受
け
、
初
め
て
資
格
を
得
た
者
を
、「
生
員
」
と
称
し
た
。
生

員
と
は
、
秀
才
（
科
挙
の
合
格
者
）
の
通
称
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

う
で
は
な
い
者
も
い
る
。
あ
る
人
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
昔
、
一

匹
の
老
い
た
狐
に
遇
っ
た
。
自
称
、
前
の
人
科
？
の
生
員
だ
と
言

う
。
そ
こ
で
、「
仙
界
で
も
試
験
が
あ
る
の
で
す
か
。
そ
れ
に
生

員
の
科
目
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
以
下

の
よ
う
に
言
っ
た
。「
泰
山
娘
娘
は
六
十
年
ご
と
に
天
下
の
諸
々

の
狐
を
集
め
て
試
験
し
、
文
章
が
優
れ
て
い
る
者
を
選
ん
で
生
員

と
し
ま
す
。
生
員
は
仙
人
と
な
る
修
行
が
許
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

他
の
者
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
六
十
年
に
一
回
、
一
科
目
だ
け
試
験

し
ま
す
。」
試
験
の
時
の
状
況
を
聞
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ

た
。「
最
近
、〔
人
間
界
で
は
〕
読
書
人
の
質
が
低
下
し
、
買
収
し

渡
り
を
つ
け
た
り
、
代
筆
を
雇
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
横
行
し
て

い
ま
す
。〔
で
す
が
〕
仙
界
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

与
え
ら
れ
た
問
題
に
対
し
て
筆
墨
を
執
っ
て
作
文
す
る
の
は
、
人

と
同
じ
で
す
。
た
だ
、机
に
伏
せ
て
呻
吟
し（
ま
じ
め
に
解
答
し
）、

あ
え
て
「
揺
頭
擺
尾
」
す
る
（
頭
を
振
り
尾
を
振
る
＝
媚
び
諂
う
）

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
正
襟
危
坐
」（
襟
を
正
し
て
正
座
）

し
、
あ
え
て
「
露
尾
蔵
頭
」
す
る
（
尾
は
出
す
が
頭
は
隠
す
＝
ご

ま
か
そ
う
と
す
る
）
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
人
面
獣
心
」（
ひ
と

で
な
し
）
の
輩
は
、
あ
え
て
役
人
の
列
に
加
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
毛
挙
皮
相
」
の
（
せ
こ
く
皮
相
だ
け
取
り
上
げ
る
、上
っ

面
だ
け
の
）
輩
は
、
あ
え
て
処
士
（
仕
官
し
て
い
な
い
読
書
人
、

郷
紳
）
の
名
を
盗
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
必
ず
六
十

年
に
一
度
だ
け
し
か
行
わ
れ
な
い
の
で
、
長
寿
の
相
が
な
い
（
短

命
の
）
者
は
、
そ
も
そ
も
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

し
、
ま
し
て
生
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
以
上
が
生
員
が

貴
重
で
あ
る
理
由
で
す
。
か
の
詩
書
を
容
貌
と
し
な
が
ら
、
そ
の

心
は
禽
獣
で
あ
る
者
た
ち
は
、
我
々
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
見
る

で
し
ょ
う
か
。」�

「
斯
文
ま
さ
に
喪
わ
れ
ん
と
す
」

【
注
】
○
泰
山
娘
娘　

道
教
の
神
。
別
名
天
母
娘
娘
。
泰
山
の
神

の
娘
と
言
わ
れ
、
女
性
の
守
り
神
と
さ
れ
る
。
碧
霞
元
君
宮
な
ど

で
祀
ら
れ
て
い
る
。
○
關
節　

渡
り
を
つ
け
る
こ
と
。
○
倩　

代

わ
る
。
○
処
士　

仕
官
し
な
い
読
書
人
。
郷
紳
。
○
花
甲　

甲
子
。

六
十
年
を
周
期
と
す
る
干
支
の
こ
と
。

【
解
説
】
こ
こ
で
は
、
四
字
熟
語
を
多
用
し
な
が
ら
、
当
時
の
科

挙
の
不
正
横
行
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
揺
頭
擺
尾
」「
露
尾
蔵
頭
」

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
動
物
の
体
の
部
分
が
入
っ
た
言
葉
な
の
で
、
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狐
に
用
い
て
し
ゃ
れ
と
し
て
い
る
。
狐
に
「
人
面
獣
心
」
と
い
う

言
葉
を
使
わ
せ
る
の
は
か
な
り
ブ
ラ
ッ
ク
な
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
ろ

う
。
日
本
同
様
、
中
国
で
も
狐
は
人
を
騙
す
ず
る
い
も
の
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
そ
の
狐
で
さ
え
人
間
よ
り
も
ま
じ
め
だ
と
い
う

の
は
痛
烈
な
人
間
批
判
で
あ
ろ
う
。

②
「
案
元
被
黜
」（
ト
ッ
プ
合
格
者
、
失
格
に
）（
土
集
、
大
可
堂
版

一
〇-

四
〇
、一
八
九
三
・
三
・
一
四
）

＊
潮
州
で
替
え
玉
受
験
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
。

＊
門
の
右
下
の
柵
の
と
こ
ろ
に
「
督
學
部
院
示
」
と
い
う
掲
示
板

の
文
字
が
見
え
る
。

【
原
文
】
潮
屬
澄
海
縣
案
元
蔡
某
、院
考
之
日
、題
爲
「
成
己
、仁
也
。

成
物
、
知
也
」
兩
句
。
蔡
某
之
卷
曳
白
、
因
而
被
黜
。
學
憲
掛
牌

云
、「
該
縣
案
元
、
其
卷
自
破
・
承
以
下
、
無
一
通
語
。
起
講
中

有
句
云
『
而
菜
苓
之
規
』
一
語
、
尤
爲
荒
謬
。
諒
縣
考
時
、
人
數

擁
擠
、
被
槍
手
冒
名
進
考
、
因
而
倖
獲
批
首
猶
喜
。
其
院
考
之
日
、

親
自
到
考
、
不
敢
頂
冒
。
雖
該
童
于
考
試
之
日
自
行
告
病
、
然
縱

有
病
亦
不
應
如
是
謬
妄
之
甚
。
除
將
該
童
扣
除
不
錄
外
、
飭
潮
州

府
扎
行
所
屬
各
縣
、
嗣
後
縣
試
務
宜
認
真
嚴
密
稽
察
以
杜
搶
冒
之

弊
」
云
云
。
夫
「
而
菜
苓
之
規
」
一
語
、
其
爲
釋
菜
而
重
先
聖
之

典
耶
。
抑
榛
苓
而
興
美
人
之
思
耶
。
菜
苓
之
澄
海
案
元
、可
與『
聊
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齋
誌
異
』花
菽
之
嘉
平
公
子
稱
爲
勁
對
。　　

閑
章「
名
落
」「
孫
山
」

【
大
意
】
潮
州
の
澄
海
県
の
一
位
合
格
者
の
蔡
某
は
、
院
考
（
童

試
の
最
終
試
験
）の
日
、〔
四
書
の
一
つ
で
あ
る『
中
庸
』の
〕「
成
己
、

仁
也
。
成
物
、
知
也
（
己
を
成
す
は
仁
な
り
。
物
を
成
す
は
知
な

り
）」両
句
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。蔡
某
の
解
答
用
紙
は
白
紙
で
、

不
合
格
と
な
っ
た
。
学
憲
（
教
育
行
政
の
長
官
）
は
掲
示
し
て
以

下
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
当
該
県
の
一
位
合
格
者
の
解
答
用
紙
は
、

破
題
・
承
題
以
下
、
一
語
も
意
味
を
な
し
て
い
な
い
。
起
講
（
議

論
の
開
始
部
分
）
中
の
『
而
菜
苓
之
規
』
と
い
う
語
は
特
に
ひ
ど

い
。
思
う
に
、
県
試
の
時
、
受
験
生
が
多
く
、
替
え
玉
（
代
筆
）

に
代
理
受
験
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
幸
い
一
位
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
た
。〔
だ
が
〕
院
試
の
日
は
、
自
分
で
受
験
し
、
替
え

玉
を
使
え
な
か
っ
た
。
こ
の
受
験
生
は
、
受
験
日
に
自
ら
病
気
を

報
告
し
て
い
た
が
、
た
と
え
病
気
で
も
こ
の
よ
う
に
ひ
ど
い
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
受
験
生
を
不
合
格
と
す
る
以
外
、
潮
州
府

…
所
管
…
の
各
県
に
通
達
し
、
爾
後
、
県
試
の
業
務
は
厳
格
に
検

査
を
行
い
、
替
え
玉
受
験
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
通
達

す
る
」
云
々
。「
而
菜
苓
之
規
」
と
い
う
語
は
、
釈
菜
（
入
学
時

に
先
聖
を
祭
る
儀
式
）
の
こ
と
で
、
先
聖
を
重
ん
じ
る
儀
式
を
言

う
の
か
。
そ
れ
と
も
榛
苓
の
こ
と
で
、
美
人
（
賢
人
の
喩
え
）
を

思
う
興
（
託
し
て
思
い
を
述
べ
る
叙
述
法
）
だ
と
す
る
の
か
。
菜

苓
の
澄
海
の
一
位
合
格
者
は
、『
聊
斎
志
異
』
の
花
菽
の
〔「
花
椒
」

を
「
花
菽
」
と
書
き
間
違
え
た
〕
嘉
平
公
子
と
双
璧
を
な
す
と
言

え
よ
う
。　
　
「
名　

孫
山
に
落
つ（
合
格
掲
示
板
か
ら
漏
れ
る
）」

【
注
】
○
案
元　

科
挙
の
秀
才
試
験
の
最
優
秀
合
格
者
。
○
院
考　

院
試
、
道
試
と
も
言
う
。
各
省
で
の
試
験
。
童
試
の
最
終
試
験
。

○
成
己
、
仁
也
。
成
物
、
知
也　
『
中
庸
』
第
二
十
五
章
。
○
曳

白　

白
紙
解
答
の
こ
と
。
○
学
憲　

提
督
学
政
。
各
省
の
教
育
行

政
の
長
官
。
○
起
講　

八
股
文
の
第
三
段
、議
論
を
始
め
る
部
分
。

○
県
試　

童
試
の
最
初
、
府
試
・
院
試
の
前
段
階
の
試
験
。
○
槍

手　

替
え
玉
。
文
字
通
り
に
は
槍
を
使
う
兵
士
。
○
批
首　

院
試

の
一
位
合
格
者
。
○
頂
冒　
「
頂
名
冒
姓
」
の
略
。
人
の
名
前
を

か
た
る
こ
と
。
○
榛
苓　

榛
木
（
は
し
ば
み
）
と
苓
草
（
か
ん
ぞ

う
）。『
詩
経
』
邶
風·

簡
兮
に
、
山
有
榛
、
隰
有
苓
、
云
誰
之
思
、

西
方
美
人
。」（
山
に
榛
有
り
、
隰さ

わ

に
苓
有
り
、
云こ

こ

に
誰
を
か
之
思

う
、
西
方
の
美
人
な
り
）
と
あ
る
。
教
訓
的
解
釈
を
好
む
儒
教
の

伝
統
的
解
釈
で
は
、「
美
人
」
は
賢
人
を
指
す
と
す
る
。
○
釋
菜　

「
釋
采
」
と
も
書
く
。
古
代
、
入
学
の
時
、
昔
の
聖
人
や
師
を
祭
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る
儀
式
。
○
興　
『
詩
経
』
の
六
義
の
一
つ
。
自
然
の
風
物
に
託

し
て
自
分
の
感
興
を
歌
う
詩
の
叙
述
法
。
○
『
聊
斎
志
異
』　

清

の
蒲
松
齢
が
書
い
た
怪
異
小
説
集
。
そ
の
中
に
「
嘉
平
公
子
」
と

い
う
話
が
あ
る
。
あ
る
書
生
が
幽
霊
の
女
性
と
結
ば
れ
る
が
、
そ

の
女
性
は
書
生
が
無
学
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
去
っ
て
し
ま
う
。

○
勁
對　

對
勁
か
？
（
た
だ
し
、『
申
報
』
も
同
じ
。）
○
名
落
孫

山　

名
前
が
合
格
掲
示
板
の
末
尾
の
孫
山
の
後
ろ
に
あ
る
。
試
験

で
不
合
格
に
な
る
こ
と
を
指
す
。
宋
・
範
公
偁
『
過
庭
錄
』「
吳

人
孫
山
、
滑
稽
才
子
也
。
赴
舉
他
郡
、
鄉
人
託
以
子
偕
往
。
鄉
人

子
失
意
、
山
綴
榜
末
、
先
歸
。
鄉
人
問
其
子
得
失
、
山
曰
、『
解

名
盡
處
是
孫
山
、
賢
郎
更
在
孫
山
外
。』」（
孫
山
が
受
験
者
の
結

果
を
聞
か
れ
、「〔
合
格
者
の
最
後
尾
で
あ
っ
た
〕
自
分
よ
り
後
ろ

で
あ
っ
た
」
と
答
え
た
故
事
に
基
づ
く
。）

【
参
考
】『
申
報
』
一
八
九
三
・
一
・
三
〇
（
十
二
月
十
三
日
）

（
七
一
〇
六
号
、
二
面
）
…
題
名
を
含
め
同
じ
記
事
が
あ
る
（
違

い
は
「
嗣
後
」
が
「
自
後
」
に
な
っ
て
い
る
だ
け
）。

【
解
説
1
】
替
え
玉
受
験
は
頻
繁
に
行
わ
れ
た
ら
し
く
、『
点

石
斎
画
報
』
に
は
多
く
の
関
連
記
事
が
あ
る
（「
求
栄
反

辱
」（
一-

二
一
四
、一
八
八
五
・
一
・
一
）、「
厳
懲
槍
替
」

（
三-

二
七
二
、
一
八
八
七
・
二
・
八
）、「
一
炷
香
」（
七-

二
九
二
、一
八
九
一
・
一
・
一
五
））。
特
に
、広
東
省
で
は
盛
ん
だ
っ

た
ら
し
い
（「
厳
懲
槍
替
」
に
よ
れ
ば
、
誰
が
受
か
る
か
で
博
打

も
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
）。
ま
た
、
そ
れ
が
通
る
の
は
試
験
官

が
賄
賂
を
受
け
て
加
担
し
て
い
た
か
ら
と
も
言
わ
れ
る
（「
一
炷

香
」）。「
槍
手
」「
捉
刀
生
」（
曹
操
が
影
武
者
の
横
で
刀
を
持
っ

て
立
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
容
止
）
な
ど

替
え
玉
を
表
す
隠
語
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、一
炷
香（
い

ち
し
ゅ
こ
う
）
も
そ
の
一
つ
。
文
字
通
り
の
意
味
は
、
一
本
の
香

（
が
燃
え
る
時
間
）。
科
挙
の
時
間
が
長
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
も

し
く
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
き
ち
ん
と
書
か
れ
た
文
字
（
き
ち
ん
と
書

か
れ
た
解
答
）
を
隠
喩
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
解
説
2
】
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
そ
の
意
味
が
す
ぐ
に
わ
か
る

人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
文
章
は
経
学
（
科
挙
の

テ
キ
ス
ト
に
な
っ
た
儒
教
経
典
に
関
す
る
学
問
）
の
教
養
が
な
い

と
読
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
を
書
く
筆
者
自
身

そ
の
よ
う
な
教
養
を
身
に
着
け
た
知
識
人
で
あ
り
、
読
者
の
多
く

も
知
識
人
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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③
「
装
鬚
冒
考
」（
付
け
髭
の
替
え
玉
）（
木
集
、
大
可
堂
版
一
〇-

二
五
四
、一
八
九
三
・
一
一
・
四
）

＊
付
け
髭
で
年
齢
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
た
が
、
落
と
し
そ
う
に

な
っ
て
ば
れ
た
話
。

【
原
文
】
江
右
某
監
生
胸
無
點
墨
、
銅
臭
薫
天
、
年
來
有
志
觀
光
、

遂
於
槐
黄
時
節
、
逐
隊
而
來
、
貿
然
欲
應
録
科
之
擧
。
有
同
輩
爲

倩
某
生
入
場
。
捉
刀
生
、
固
寒
於
家
而
富
於
文
者
、
不
恤
身
冒
不

韙
、
冀
博
蠅
頭
以
佐
資
斧
之
不
足
。
顾
某
監
生
年
逾
不
惑
、
繞
頰

鬑
鬑
有
目
共
覩
。
生
則
年
少
丰
神
、
深
爲
不
類
、
不
得
已
潛
購
假

鬚
一
具
覥
然
帯
上
、
隨
衆
進
場
。
以
爲
人
多
時
促
度
無
人
馬
識
破

廬
山
真
面
也
。
不
意
、
肩
摩
趾
錯
之
餘
、
鬚
被
擠
軋
、
突
有
垂
垂

欲
下
之
形
。
事
爲
學
憲
所
見
、
知
係
頂
名
代
倩
者
流
、
立
即
扣
考

並
將
該
生
逐
出
、
不
予
深
究
。
人
皆
頌
學
憲
之
仁
明
、
然
以
文
學

之
儒
而
效
優
伶
之
行
、
覥
彼
面
目
、
不
亦
短
鬚
眉
之
氣
乎
。

�

閑
章
「
皮
相
之
士
」

【
大
意
】
江
右
の
某
監
生
は
、
学
問
の
か
け
ら
も
な
く
、
金
銭
に

し
か
関
心
が
な
か
っ
た
が
、長
年
、国
の
栄
光
を
拝
見
し
た
い
（
皇

帝
に
仕
え
た
い
、
仕
官
し
た
い
）
と
思
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
え

ん
じ
ゅ
の
花
咲
く
季
節
に
、
人
の
群
れ
に
随
っ
て
上
京
し
、
軽
率

に
も
録
科
（
補
欠
試
験
）
を
受
け
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
同
輩
の

者
が
某
に
代
わ
っ
て
試
験
会
場
に
入
っ
た
。
代
筆
者
は
貧
乏
だ
が
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文
才
は
あ
り
、
悪
事
を
冒
し
て
、
わ
ず
か
な
利
益
を
求
め
て
旅
費

の
不
足
を
補
お
う
と
し
た
。
た
だ
、
某
監
生
は
四
十
を
過
ぎ
て
お

り
、
頬
の
周
り
に
は
っ
き
り
と
鬚
が
見
え
た
。
代
筆
者
は
若
い
容

貌
で
、
全
く
似
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
こ
っ
そ
り
付

け
髭
を
買
っ
て
恥
ず
か
し
気
に
つ
け
て
、
大
勢
に
紛
れ
て
試
験
会

場
に
入
っ
た
。
人
が
多
い
時
に
素
早
く
入
れ
ば
、
見
破
ら
れ
な
い

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
に
図
ら
ん
や
、
人
混
み
の
中
で
、
付
け

髭
が
押
さ
れ
て
、
突
然
は
ず
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
事
は
学
憲
（
長

官
）
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
替
え
玉
受
験
の
輩
だ
と
わ
か
っ
た

の
で
、
た
だ
ち
に
試
験
資
格
を
抹
消
し
、
当
該
監
生
を
駆
逐
し
た

が
、
深
く
は
追
及
し
な
か
っ
た
。
人
は
み
な
学
憲
の
仁
徳
を
称
え

た
が
、
文
事
に
携
わ
る
儒
生
で
あ
り
な
が
ら
、
俳
優
の
行
い
を
真

似
て
、
恥
ず
か
し
い
格
好
を
さ
せ
る
の
は
、
ま
た
男
を
下
げ
る
行

い
で
は
な
い
か
。�

「
皮
相
の
士
（
上
っ
面
の
輩
）」

【
校
勘
】
○
顾　

原
文
の
ま
ま
。
顧
の
俗
字
（
現
代
の
簡
体
字
は

こ
れ
）。

【
注
】
○
江
右　

江
西
。
長
江
中
下
流
の
南
岸
の
地
域
。
○
監
生　

国
子
監
（
最
高
学
府
）
の
卒
業
生
。
国
子
監
に
つ
い
て
は
、
孔
喆

『
図
説　

国
子
監
―
中
国
歴
代
王
朝
に
お
け
る
最
高
学
府
』（
科
学

出
版
社
東
京
、
二
〇
一
九
年
）
が
詳
し
い
。
○
銅
臭　

銅
銭
の
臭

い
。
も
と
金
銭
で
官
位
を
買
う
人
な
ど
金
の
亡
者
を
風
刺
す
る
。

後
に
利
益
第
一
の
人
を
風
刺
す
る
の
に
使
っ
た
。
○
観
光　
『
易

経
』
観
卦
の
六
四
の
爻
辞
「
観
国
之
光
、
利
用
賓
于
王
」（
王
者

の
徳
を
見
る
。
王
に
仕
え
る
の
に
よ
ろ
し
）
に
基
づ
く
。
○
槐
黄　

夏
に
え
ん
じ
ゅ
の
花
が
咲
く
季
節
。
科
挙
を
受
験
し
に
行
く
季
節

で
あ
っ
た
。
○
録
科　

郷
試
の
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
の

一
部
（
補
欠
合
格
者
、
監
生
な
ど
）
は
学
政
の
試
験
を
受
け
、
郷

試
合
格
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
録
科
と
言
う
。
言

わ
ば
、
補
欠
試
験
で
あ
る
。
○
倩　

代
わ
る
。「
倩
槍
」
＝
替
え

玉
。
○
捉
刀
生　

代
理
・
代
筆
す
る
人
の
俗
称
。「
捉
刀
人
」「
槍

手
」「
替
槍
」と
も
言
う
。
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
。
○
不
韙　

悪
事
。

○
蠅
頭　

わ
ず
か
な
利
益
。
○
資
斧　

資
財
と
道
具
。
旅
費
を
指

す
。
○
覥
然　

恥
ず
か
し
そ
う
な
様
子
。
○
鬚
眉　

髭
と
眉
。
男

子
の
代
名
詞
。
○
短
気　

気
を
落
と
す
。

【
解
説
】
こ
の
記
事
を
読
ん
で
湧
く
疑
問
は
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
若
者
の
代
筆
者
は
、
自
分
で
受
け
て
合
格
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
。（
旅
費
の
不
足
を
補
う
た
め
に
引
き
受
け
た
と
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あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
試
験
会
場
の
町
に
来
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
二
重
受
験
は
な
い
と
思
う
が
。
…
も
し
や
他
の
レ
ベ
ル

の
試
験
？
）
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
科
挙
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
の
学
力
で
も
な
か
っ
た
（
実

際
に
受
か
る
実
力
も
な
か
っ
た
）
の
か
、
追
究
で
き
れ
ば
お
も
し

ろ
い
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

④
「
請
飲
便
酒
」（
便
酒
を
お
召
し
上
が
れ
）（
射
集
、
大
可
堂
版
一
一

-

二
五
五
、一
八
九
四
・
一
〇
・
二
四
）

＊
題
名
の
「
便
酒
」
は
「
安
い
」
と
「
小
便
の
」
を
か
け
る
の
で

あ
ろ
う
。

【
原
文
】
大
比
之
年
、
毎
有
一
種
棍
徒
自
稱
藩
署
吏
房
、
代
人
雇

槍
買
荐
、
經
手
分
肥
、
四
出
冒
騙
。
無
識
者
信
之
、
輒
受
其
愚
、

無
所
控
告
。
本
屆
某
省
有
甲
・
乙
二
人
、
衣
極
都
麗
、
見
某
生
於

茶
肆
、
相
與
接
談
、
如
舊
相
識
。
次
日
、
至
生
寓
、
私
以
傳
通
關

節
等
語
、
説
得
天
花
亂
墜
、
謂
祇
費
五
百
金
、
便
可
香
分
蟾
窟

矣
。
生
惑
之
、
以
其
語
商
諸
師
。
師
曰
、「
此
騙
局
也
。
如
不
信
、

可
就
計
擒
之
。」
遂
約
密
友
及
健
僕
數
人
、
藏
諸
室
、
潛
約
甲
於

夜
分
過
付
。
屆
時
、
二
人
果
至
、
以
手
拍
生
肩
曰
、「
恭
喜
恭
喜
、

當
飲
君
喜
酒
矣
。」
生
友
聞
之
、
即
率
健
僕
躍
然
而
出
、
謂
、「
今

宵
先
有
便
酒
、
可
試
嘗
之
。」
二
人
知
事
不
妙
、
飛
步
欲
逃
、
已
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被
群
僕
擒
住
。
搜
其
衣
、
得
偽
據
累
累
。
詢
其
姓
名
、
堅
不
吐
實
。

友
曰
、「
拿
喜
酒
來
。」
僕
攜
溺
壺
進
、
笑
謂
甲
曰
、「
不
腆
醇
醪
、

請
爲
君
壽
。」
僕
握
髮
箝
口
灌
之
、
鼻
皆
出
血
。
乙
知
不
免
、
張

口
就
飲
。
生
笑
曰
、「
先
生
量
大
、
請
再
斟
一
壺
」、
乃
吐
實
。
至

黎
明
、
始
釋
之
去
。
此
可
爲
無
識
之
士
、
功
名
心
熟
者
、
作
當
頭

棒
喝
。
故
錄
之
。�

閑
章
「
臭
味
」「
差
池
」

【
大
意
】
郷
試
の
年
に
は
、
あ
る
種
の
ご
ろ
つ
き
が
現
れ
、
藩
署

吏
房
（
役
人
？
）
と
称
し
、
代
わ
り
に
替
え
玉
（
代
筆
）
を
雇
っ

た
り
推
薦
を
手
配
し
て
や
る
と
言
い
、
利
益
を
山
分
け
し
、
あ
ち

こ
ち
で
騙
し
を
行
っ
た
。
見
識
の
な
い
者
は
そ
れ
を
信
じ
、
愚
弄

さ
れ
て
い
た
が
、
訴
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
今
期
、
某
省

に
甲
、
乙
二
人
が
お
り
、
美
し
く
着
飾
り
、
某
生
と
茶
店
で
会
い
、

旧
知
の
よ
う
に
打
ち
解
け
て
語
り
合
っ
た
。
次
の
日
、
生
の
寓
居

に
至
り
、
ひ
そ
か
に
渡
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
も
っ

と
も
ら
し
い
こ
と
を
言
い
、
五
百
金
だ
け
払
え
ば
、
科
挙
に
合
格

で
き
る
ぞ
（
進
士
に
な
れ
る
ぞ
）
な
ど
と
言
っ
た
。
生
は
悩
ん
で
、

師
に
相
談
し
た
。
師
は
「
こ
れ
は
ペ
テ
ン
だ
。
も
し
信
じ
な
い
の

な
ら
、
計
略
を
巡
ら
せ
て
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
（
捕
ま
え

方
を
教
え
て
や
る
ぞ
）」
と
言
っ
た
。
つ
い
に
、
親
友
と
た
く
ま

し
い
下
僕
数
人
と
相
談
し
、
彼
ら
を
部
屋
に
隠
し
、
こ
っ
そ
り
甲

に
夜
分
に
来
る
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
の
時
に
な
り
、
二
人
は
や
っ

て
来
て
、
生
の
肩
を
た
た
い
て
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

祝
い
の
酒
宴
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。
生
の
友
は
聞
い
て
、
下
僕
を

率
い
て
躍
り
出
て
き
て
、「
今
晩
は
ま
ず
安
い
酒
（
便
は
「
安
い
」

と
「
小
便
」
を
か
け
る
？
）
が
あ
り
ま
す
か
ら
お
賞
味
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
た
。
二
人
は
雲
行
き
が
怪
し
い
と
見
て
、
飛
ん
で
逃
げ
よ

う
と
し
た
が
、
下
僕
た
ち
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
。
そ
の
着
物
を

調
べ
る
と
、
偽
の
証
書
が
い
っ
ぱ
い
見
つ
か
っ
た
。
名
前
を
聞
い

た
が
、
決
し
て
口
を
割
ら
な
か
っ
た
。
友
は
、「
祝
い
酒
を
持
っ

て
来
い
」
と
言
う
と
、
下
僕
は
尿
瓶
を
持
っ
て
き
て
、
甲
に
笑
っ

て「
ま
ず
い
ど
ぶ
ろ
く
で
す
が
、長
寿
を
お
祈
り
し
て
」と
言
っ
た
。

下
僕
は
、
髪
を
つ
か
ん
で
、
口
を
押
え
て
酒
を
注
ぎ
、
鼻
か
ら
は

血
が
出
た
。
乙
は
逃
げ
ら
れ
な
い
と
わ
か
り
、
口
を
開
け
て
飲
ん

だ
。
生
は
笑
っ
て
甲
に
、「
い
け
る
口
で
す
ね
。
も
う
一
壺
お
召

し
上
が
れ
」と
言
う
と
、よ
う
や
く
口
を
割
っ
た
。
明
け
方
に
な
っ

て
よ
う
や
く
解
放
し
た
。
以
上
は
、
無
知
な
士
で
功
名
心
が
盛
ん

な
人
の
諫
め
と
な
れ
ば
と
記
し
た
。　
　
「
臭
く
て
仕
方
な
い
」

【
注
】
○
大
比　

周
代
に
三
年
毎
に
行
わ
れ
た
官
吏
評
価
お
よ
び
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選
抜
。
隋
唐
以
降
は
科
挙
を
指
し
、明
清
で
は
特
に
郷
試
を
指
す
。

○
分
肥　

利
益
を
山
分
け
す
る
。
○
蟾
窟　

蟾
宮
と
も
。
月
に
は

ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
住
む
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
月
の
異
名
。
引
い

て
科
挙
に
合
格
し
た
華
々
し
い
世
界
を
言
う
。「
蟾
宮
折
桂
」
は

科
挙
で
進
士
に
合
格
す
る
こ
と
。
清
・
陳
維
崧
「
百
字
令
」
詞
「
淮

王
城
下
、
有
扶
疎
叢
桂
、
香
分
蟾
窟
。」
○
溺
壺　

尿
瓶
。「
溺
」

は
発
音
・
意
味
と
も
に
「
尿
」
に
同
じ
。
○
不
腆　

粗
末
な
。
○

當
頭
棒
喝　

禅
宗
で
弟
子
に
警
策
で
打
ち
一
喝
を
食
ら
わ
す
こ

と
。
引
い
て
、
注
意
喚
起
す
る
こ
と
。
○
差
池　

ひ
ど
い
。

【
解
説
】
こ
れ
は
、
直
接
、
替
え
玉
に
つ
い
て
述
べ
る
記
事
で
は

な
く
、
替
え
玉
を
紹
介
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
巡
る
事
件
な
の
で
、

後
に
（
お
そ
ら
く
次
々
回
）
紹
介
す
る
「
事
件
（
騒
動
）」
の
回

で
紹
介
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
ブ

ロ
ー
カ
ー
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
、
替
え
玉
が
行
わ
れ
て
い
た
傍

証
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
報
復
の
仕
方
は
い
さ
さ
か

や
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
現
代
で
は
明
ら
か
に
犯
罪
で
あ
る
が
、

当
時
は
私
刑
が
ふ
つ
う
に
行
わ
れ
そ
う
い
う
扱
い
に
は
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
も
し
こ
れ
で

解
放
さ
れ
れ
ば
（
逮
捕
さ
れ
な
け
れ
ば
）
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
、
読
者
も
こ
れ
を
見
て
溜
飲
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
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